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ア メ リ カ シ ロ ヒ ト リ第3世 代 の 熊 谷 市 の 桑 園 に お け る 発 生
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Life Cycle of Hyphantria cunea Drury (Lepidoptera: Arctiidae) in a Mulberry Field of Kuma-

gaya District with Special Reference to the Third Generation. Yutaka ARAI and Yutaka AKI-

YAMA (Saitama Sericultural Experiment Station, Saitama, Japan) Jap. J. appl. Ent. Zool. 20: 

125•`128 (1976).

The number of moths captured by light traps peaked in spring, summer, and early autumn. 

A part of the second generation which had reached the 4th instar by the early August emerged 

as adults in the early autumn, while the remaining part overwintered as pupae. The larvae of 

the third generation appeared from September to November in the mulberry field. Most larvae 

of the third generation completed their development, and overwintered as pupae.

緒 言

街路樹や庭木 の害虫 として著 名な侵入害虫であ るアメ

リカシ ロヒ トリ(Hyphantria cunea DRURY)は 主要な桑

園害虫の1種 として も知 られてい る。

本種は 日本国内ではいずれの分布地域で も1年2世 代

を経過す るのが普通であ るが,東 京附近では温暖 な年 に

ごく一部の3世 代が出現す る可能性があ るとい う(正木,

1972)。 しか し,こ の ような第3世 代 目の幼 虫は東京 の

自然温度下で飼育す ると寒 さのため途 中で死滅す る こと

が報告 されてい る(石 井,1966)。

埼玉県熊谷市の桑園では,し ば しば秋期 にきわめ て多

くの第3世 代 目と思われ る幼 虫が み られ,し か も時期的

には生育 を完了す る ことが 可能 である と想定 された。 そ

こで,当 該地 方におけ るア メ リカシ ロヒ トリの生 活環,

とくに第3世 代 の確認 とそれ らの蛹化の有 無について調

査 を行 った。その結 果,少 々の新 知見を得 たので ここに

発 表 してお く次第 であ る。

本文 に入 るに先 立ち,終 始 ご援助いただいた埼玉県蚕

業試 験場栽培桑部長樋田高久氏をは じめ,同 部の諸氏 に

深 く感謝す る。

調 査 方 法

ほ場調査 はすべ て埼玉県熊谷市大幡の 当場桑園 で行 っ

た。

1. 成 虫の誘殺 消長 と幼虫の 発育経過

誘蛾灯(光 源 は100W白 色電球)を 用 い1971～1975年

の5か 年 間にわた って成 虫の 飛来 消長 を調 査 した。 ま

た,幼 虫の発育経過 を知るため,1974年 と1975年 に各

世代 について齢 期構成 比を経時的 に調査 した。集 団で生

活す る若～中齢期は コロニー単位 で齢期を調査 し,集 団

を解 消 して発育 も不斉 とな る6齢 以降は7割 以上 の幼虫

が 占めてい る齢期を もって,そ の コロニーの齢期を代 表

させた。

2. 第2世 代蛹の休眠率

1974年8月15日 ～26日 に第2世 代の老熟幼虫がみ

られ る桑株にわ らを巻いて幼虫を誘置蛹化 させ,得 られ

た蛹の休眠率 を屋外網室で調査 した。1975年 には 自然

条件下 にお ける第2世 代幼 虫の発育の遅速に よる休眠率

を調査す るため,8月4日 に齢期の異 なるコロニーを マ

ーク してお き,そ れ らが7齢 に達 したの ちに採集 して蛹

の休眠率 を調査 した。 なお,休 眠率 は蛹化後3か 月以 内

(死亡蛹 に除 く)に おける羽化 の有無 によって求めた。

3. 第3世 代幼虫の 蛹化確認

第3世 代幼 虫の発育 完了の可否 を明 らか にす るため,

1974年10月9日 に6～7齢 の幼 虫が発生 している被害

樹 にわ らを巻 いてお き,11月 末 に内部 の蛹 の有無 を調

べ た。また,1974, 1975年 の10月 上旬～11月 上旬 に

蛹化場所 を求めて移動中の幼虫を採集 し,網 室内に保 護

して蛹化 率を調査 した。
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第1図 成 虫の誘殺数 の消長(1971年 の5月 中旬以前 は調

査 を行 っていない)。

第2図 第2世 代幼虫の齢期構成比。

4. 調査地 における休眠の離脱期

熊谷 にお ける越冬蛹の休眠 離脱期 を知るため,ほ 場 に

おい て第2世 代(9月 上旬採集)お よび第3世 代(10月

採集)の 老熟幼 虫を採集 して網室 内で蛹化 させ,得 られ

た休眠蛹 を12月 ～3月 に25℃(自 然 日長)に 加温 し,

羽化前期間 を調査 した。

調 査 結 果

1. 成虫の 発生時期

1971～1975年 の誘蛾灯に よる 成 虫の誘殺消長 は 第1

図の とお りで,い ずれの年 も3峰 型の消長 を示 した。す

なわ ち,各 ピークの時期は年 によって多少異 なるが,お

お むね4月 下旬～6月 上旬に最初の ピー クが現われ,つ

いで7月 中旬～8月 上旬,8月 下旬～9月 上旬 にそれぞ

れ ピークが認め られた。

2. 第1,第2世 代幼虫の発生経過

第1世 代 幼虫は例年5月 中旬か ら発生 して6月 下旬か

ら蛹 化が始 ま り,お そ くとも7月 中旬までには発育を完

了す るのが観察 された。第2世 代幼 虫は7月 中旬か ら発

生 す るが,齢 構成は不斉一 とな り,第2図 に示 した8月

上 旬には1齢 か ら6齢 の コロニーまでみ られた。蛹化は

8月 上 旬か ら始ま ったが,そ の時期で もなお若齢の コロ

ニーが存在 し,発 育の終了は9月 上 旬 にお よんだ。

3. 第3世 代の発生

野外で発育 した第2世 代蛹の休眠率の調査結果は第1

表,第2表 に示 した とお りであ る。すなわ ち,第1表 か

ら第2世 代の蛹化時期の早晩が休眠の誘起 に重要な関係

を もつ ことが推定 され る。また,別 の方法で調査 した第

2表 か ら8月 中旬までに蛹化 した ものは,非 休眠蛹 に,

8月 下 旬以降 に蛹化 した ものは休眠蛹 とな ることが明 ら

第1表 第2世 代の蛹化時期と休眠率の関係(1974)

＊ わ らを巻いた翌 日～蛹 を回収 した 日

第2表 第2世 代幼 虫の発育の遅 速 と蛹の休眠率(1975)

*1 死亡蛹 は除 く

*2 80%以 上が蛹化 した 日

第3図 第3世 代と想定される幼虫の齢期構成比。
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第3表 第3世 代終齢幼虫の採集 日別蛹化率

第4表 第2世 代および第3世 代の越冬蛹を各時期に25℃
に加温した場合の羽化前期間

か とな った。 この非休眠蛹 の羽化期 は8月 下 旬～9月 上

旬で,誘 蛾灯調査で得 られ た3番 目の ピー クと一 致 し

た。 また,8月 下旬 にはほ場 において羽化 中や産 卵中の

個体が観察 された。第3図 は第3世 代 と目され る齢期構

成の調査結果 を示 した もので ある。す なわ ち,9月 上 旬

には 多数の若齢幼 虫が発生 し,そ のまま順 調に生育 を開

始 した。 これ らの幼 虫の 多くは10月 上 中旬 に生育 を完

了 し,蛹 化のための移動 を開始 した。第3表 は このよ う

な終齢幼 虫を採集 し,網 室 内で蛹化率 を調 査 した結 果を

示 したものである。両 年 とも10月 下旬 までに終 齢に達

した幼虫は少 くとも半数 以上 が蛹化 した。また,こ の蛹

はそのまま越冬 し,翌 春に羽化 も確 認 された。なお,株

元 に巻 いておいたわ ら内に も蛹が発見 され,野 外におい

て も第3世 代幼虫の一部が蛹まで発育す ることが確認 さ

れた。

4. 休眠の離脱時期

網室内に置いた越冬蛹を25℃ に加温 して羽化までの

日数を調査 した結果を第4表 に示 した。12月13日 に加

温 した ものでは,羽 化までに3か 月近 くを要 したのに対

し,2月 中旬に加温 した ものではほぼ1か 月で羽化が行

われた。3月16日 に加温の ものでは20日 で羽化 し,

非休眠蛹の羽化前期間 と大差 なか った。 この ことか ら,

2月 中にほぼ休眠か らさめ るもの と思われ る。また,第

3世 代 目の蛹のほ うが第2世 代 目の もの よ り若干羽化前

期間が短かい ようであった。

考 察

アメ リカシロヒ トリは1年2世 代が普通で あるが,秋

期 に第3世 代 と 思われ る 幼 虫が 観察 され る こともある

(伊藤 ・太田,1974)。 しか しそれが真 に第3世 代 目の も

のか否かは確認 されてお らず,し か も本種 は高温の年 に

は発育が遅延 して秋期 に第2世 代 目の幼 虫が発生す る こ

ともあ り(UMEYA & MASAKI, 1969),秋 期 に発生す る

幼 虫が第3世 代 目の もの とは限 らない。

熊谷市の桑園 におい て誘蛾灯 による成 虫の誘殺消長 を

調査 した ところ,1971年 以来連続 して8月 下旬～9月

上旬 に3回 目の誘殺 ピークが認め られた(第1図)。 一

方,1974, 1975年 の調査 で第2世 代幼 虫の うち,早 い

時期 に 蛹化 しれ もの は 非休眠蛹 と なる ことが 確認 され

(第1, 2表),さ らにその非休眠蛹 の羽化期 は誘蛾灯へ

の3回 目の飛来期 と一致 した。 これ らの傍証 は明らか に

誘蛾灯で記録 された第3回 目の ピークが第3世 代 目の成

虫によるもので あるこ とを示す もの と思われ る。 アメ リ

カシロ ヒ トリは蛹態で休眠 し,幼 虫の1～3齢 期 に受け

る 日長が14.5hr以 上で あれ ば非休眠蛹 を,そ れ以下で

あれ ば休眠蛹 を生ず る ことが 明 らか にされ ている(伊東,

1967; MASAKI et al., 1968)。 熊谷市の臨界 日長 日を薄

明を30分 として計算 す ると8月1日 頃 となる。従 って

この頃 までに第2世 代 幼虫が4齢 以上 とな っている こと

が第3回 成 虫を生ず るための不 可欠の条件 とな り,第2

表 に示 した実態 とよ く合致 する。第2表 の齢期構成比 は

少 なか らず幼 虫が非休眠 蛹 とな ることを予想 させ るが,

今後,当 地方におけ る3化 の発生率 についての詳 しい調

査が必要であ る。また,従 来か ら秋期に発生 した幼虫は
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第5表 誘蛾灯への越冬世代成虫の初飛来 日と50%飛 来 日

お よびそれまでの有 効温量(発 育限界温度 を10℃ と

して計算)(ITO et al., 1968, 1970)

温量 不足のため蛹まで発育で きずに死 滅す ると考 えられ

て きた(石 井,1966; ITO et al., 1969)。 しか し今回の

調査に よって,10月 末 までに老熟すれば蛹化で きること

が確認 された。 以上 の ように,ア メ リカシロヒ トリは熊

谷市 の桑園 において一部 が3世 代 を経過 す ることが明 ら

かで,し か もそれ は毎年恒常的 に繰返 され ている ことが

推察 され る。桑園 以外で も1975年 には街 路樹のプ ラタ

ナスで第3世 代 と思われ る幼 虫で観察 され た。 しか し,

その幼 虫は桑園の もの よ りも発育が遅 く,死 滅す るもの

と予想 された。北尾 ら(1962, 1963)は127種 の植物 で

アメ リカシロ ヒ トリを飼育 した結果,発 育 に適す る植物

と して42種 を あげ,そ の 中で もクワは1日 当 りの食下

量が最 も高 く,経 過 日数 も短か くなる こと,消 化率 も高

い こ となどを明 らか に した。一方,植 松,鈴 木(1973)

は本 種をクワ,サ クラ,プ ラタナス,ケ ヤキ,イ チ ョウ

で飼育 し,ク ワグル ープが最 も発育が よくて幼 虫期 間が

短か いこ と,蔵 卵数 や蛹体重 も最 も高 い ことを報告 して

い る。 この よ うに,ク ワが本種の食草 として好適 な こと,

とくに経過 日数の短か い ことが桑園 において3化 を可能

に してい る重要 な要因 と考 え られ る。 また,第1回 成 虫

の発生期 を早め るこ とも3化 を可能 にす るために必要 と

考 えられ るが,過 去5年 間の第5回 成 虫の発生期 を示す

と第5表 の よ うにな り,年 々,羽 化 まで に要す る温量 が

少ない傾向がみ られ る。 この こ とと2化 の越冬蛹 よ りも

3化 の越冬蛹の方が羽化期間が短か いこ と(第5表)と

関係があ るか も知れないが,こ の点 につい ては今後の研

究に よらねばな らない。

摘 要

1. 熊谷市の桑園において アメ リカシロヒ トリの生活

環を調査 した。

2. 誘蛾灯への成虫の飛来は5～6月,7～8月,8

～9月 の3回 の ピー クが認め られた。

3. 第2世 代 の蛹 に は休 眠 して越 冬 す るも の と休 眠 し

な い で 年 内 に3回 目 の成 虫 とな る も の とが み られ た。

4. 第2世 代 の 非 休 眠 蛹 は8月 中 旬 ま で に蛹 化 した 個

体 で あ った。

5. 第3世 代 幼 虫 は9日 上 旬 ～10月 上 旬 ま で み られ

たが,10月 下 旬 まで に老 熟 化 した もの は蛹 まで 発 育 し,

越 冬 した。
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